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熊本地震における災害支援物資

（食品・飲料）輸送の取組について

2016年 11月 14日

日本通運株式会社

熊本地震を踏まえた応急対策・⽣活⽀援策検討ワーキンググループ（第５回）
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ヤマト運輸殿と連携し、災害⽀援物資輸送の体制を構築
佐賀県⿃栖市の当社物流センター（１，０００坪）を⾷品・飲料の物流拠点として提供

１．熊本地震における災害⽀援物資輸送の取り組みについて
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⿃栖流通センターと⼀次・⼆次輸送を組み合わせた災害⽀援物資輸送の体制を整備
熊本県災害対策本部へ東⽇本⼤震災の災害対応経験者を、内閣府にもリエゾンを派遣

⽇通箱崎物流センター （1,000坪）

⽇通東部物流センター （500坪）
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１．熊本地震における災害⽀援物資輸送の取り組みについて

⽇通⿃栖流通センター
（1,000坪）

１次輸送 ２次輸送

内閣府
⾮常災害対策本部

⽇通本社
災害対策本部

各⽇２名を配置
4/19〜5/9 延べ２３⼈

発災以降２４時間
×２名体制で対応

熊本県災害対策本部
（物資調達班）
各⽇５名を配置
4/19〜5/6 延べ６５⼈
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① 被災県外の物流施設を活⽤し、円滑な物資輸送体制を構築
２．熊本地震の災害⽀援における成果
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センター

【熊本地震】当社が県外の物流拠点で物資を
荷受けし、⽅⾯別に仕分けて各被災地へ配送した

【従来】全国から物資輸送のトラックが各被災地へ流⼊し
道路や⾃治体集積所の混雑を招いていた

被災県内

被災県内
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② 関係機関と情報を共有し、さまざまな状況変化に対応
２．熊本地震の災害⽀援における成果

（Ｃ４）内閣府
⾮常災害対策本部

⽇通本社
災害対策本部

• ⽀援物資の調達に関する助⾔
• 関係機関との連絡・調整

熊本県災害対策本部
（物資調達班）

• ⽀援物資輸送の統括指揮
• ⽀援物資の輸送⼿配
• 関係省庁・機関との連絡・調整
• 各リエゾンとの連絡・情報整理

• 災害対策本部関係者との連絡・調整
• 物資調達班に対する各種助⾔
• 各輸送拠点との連絡・調整
• 物資輸送スキーム変更への対応
• 被災地における物資受給動向の把握
• 災害に関する最新情報の収集・展開内閣府、⽇通本社、現地災害対策本部への⼈的派遣を⾏ったこと

により、あらゆる状況変化に対し、速やかに対応できたことが⽀
援物資の安定供給につながった。



6
Copyright©2016 . NIPPON EXPRESS.CO.,LTD All rights reserved.

⽀援物資サプライチェーンの川下で複数のボトルネックが発⽣した
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物資

ヤマト運輸 殿
ロジクロス久⼭

発災直後は多くの集積所に物資が輻輳 品⽬・規格が不均⼀な個⼈提供物資 避難所へ物資を運ぶ⾃衛隊のトラック

Ｂの流⼊により、市町村の物資集積所で、最⼤５時間を越える待機が発⽣した

Ａ

Ｂ

３．災害⽀援物資輸送における課題

ボトルネック①
物資集積所の
処理能⼒が⾜りない

ボトルネック②
避難所までの
輸送⼒が⾜りない

ボトルネック③
避難場に⼤量の物資が集まった

(1)⼀次輸送 (3) ⼆次輸送

(4)

(1) 川上 (2) 川中 までは順調に物資を輸送できたが、
(3) 川下 でボトルネックが発⽣し、円滑な物資供給を妨げた。

(2) 広域物流拠点

(5)
三次輸送



7
Copyright©2016 . NIPPON EXPRESS.CO.,LTD All rights reserved.

(2) ２次輸送 (3) ３次輸送

メーカー
・

提供者
広域物流拠点

市町村
物資集積所 避難所

(1) １次輸送

３．災害⽀援物資輸送における課題

物資の調達から、最終避難所への配送までの全体を俯瞰し、

「全体最適による災害⽀援ロジスティクス」
を早期段階で構築する必要がある。

特定部分のみ輸送⼒を増強すれば、どこかでボトルネックが発⽣する。
ボトルネックを無視して、⼤量の物資を供給し続ければ、⽀援物資輸送全体の機能不全を招く。
「部分最適」の⽀援物資輸送では、物資を円滑に被災地へ届けることはできない。

① 避難所までの輸送状況全体を把握し、ボトルネック（物資滞留箇所）を特定する。
② ボトルネックへの対策（⼈的⽀援など）を検討し、そこの解消に努める
③ ボトルネックの原因が「物資の過剰供給」であれば、物資の供給量を抑制する。

災害⽀援物資輸送における最⼤の課題は「部分最適」を無くすこと
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３．災害⽀援物資輸送における課題

③ バラ積みによる輸送の禁⽌

災害⽀援物資輸送において特に留意すべき点

必要な「モノ」を、必要な「時」に、
必要な「場所」へ、必要な「量」だけ「澱みなく」届ける

⼟地勘の無い⼤型⾞両が被災地へ⼤量に流⼊し、被災地で混乱や道路渋滞が発⽣

④ 集積所からの勝⼿な持出し禁⽌

① ⽀援物資の被災地直送の回避
② 多⽅⾯からの個別指⽰の回避

⑤ ＳＮＳや報道の拡⼤解釈の回避

物資輸送トラックの⻑時間待機や、在庫差異が発⽣

⽀援物資の積み換え・仕分け作業で、⼤きな労⼒と時間のロスが発⽣

ＳＮＳや報道の「○○が⾜りない」という情報により過剰物資が被災地へ直送

各省庁から物流事業者に対する多数の指⽰や質問があり、作業が混乱・停滞

「全体最適による災害⽀援ロジスティクス」を早期に構築する

以上の点に留意し「部分最適」を排除する




